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 In the spring of  2023, I had the privilege of traveling to Japan to research something I’ve 
been referring to as “Cat Culture”. As a cat-lover myself, I was interested in what sort of 
relationship Japan has with cats, and how that presents in pop culture, religion, consumerism, 
and home life. Japan is home to the highest number of cat cafes in the world, as well as having 
dedicated “cat islands”, temples, and other uniquely feline-specific spaces in their society. To 
study this, I first traveled to Tokyo to visit some of the cafes, temples, and shops, before taking a 
train across the country to Matsuyama to attempt a visit to one of the cat islands. Through 
observing these locations and their availability to the general public, as well as talking with 
locals about their personal experiences with cats, I gained an insight into what role cats play in 
modern Japan. Below is an in-depth report of my findings, but to briefly summarize the results, I 
found that consumerism threatens to overshadow the long-held mutual respect between cats and 
humans. Cats continue to be necessary companions and neighbors in city and country alike, and 
there are still places where cats are highly revered and protected by the people around them, but 
there are others in which a quick picture or cute experience are viewed as more important than 
the sovereignty of the cat, which can be dangerous for all involved. It was a fascinating study, 
and I’m grateful for the opportunity to have gone! 

 

I 研究の紹介 

 2023年の三月に、「日本の猫文化」を研究するために一週間日本に行った。日本社会

は猫が特に好きだという評判がある。世界中で一番猫カフェの数が多い国は日本だ。そ

の上、日本だけが「猫島」と言う猫の多い島があり、ハローキティなどのポップカルチ

ャーも人気があることを考えると、日本における猫の重要性がよく分かる。しかし、度

が過ぎると、それは危険になるかもしれない。人間の喜びの方が猫の気持ちより大事だ

と考えられることもある。このようなことから、猫に対する愛はどんな形になってきた

かと言うことを理解したいと考え、日本の猫文化について研究した。このレポートで

は、調査からわかったことをまとめ、日本で猫の大切さはいいことか悪いことかと言う

疑問について考える。 



 事前準備として、日本における猫文化の歴史や今の状況を調べ、日本では、色々な店

などで猫商品を探しながら、猫カフェ、猫島、猫のお寺、そして「猫町」という評判が

ある地域に行った。「猫文化を研究する」という大きな目的の他に、場所によって、個

別の興味があった。猫カフェでは猫と人間の関係を観察し、猫島とお寺はその存在理由

と重要性を理解することができた。そして、「猫町」では、猫商品を調査すると同時

に、猫がどのように商業用の広告として使われている見ることができた。 

 

II 猫カフェ 

 日本では、150以上の猫カフェがあり、東京だけでも40以上ある。私は東京で三件の

カフェに行き、猫と人間の関係や猫の様子を観察し比較検討してみた。 

 まず、東京にある一番有名な猫カフェの一つで、「てまりのおうち」というカフェに

行った。平日の一時半にもかかわらず、客が１５人ほどいた。人気の理由は、カフェの

中に小さくて素敵な建物があることだ。ネットでは「ジブリのような場所」と書いてあ

ったが、本当にその通りだった1。そのためか、お客さんの半分は子供連れだった。子

供との関係がいい猫もいたが、大抵の子供は猫を大切に扱わない2。生き物としてでは

なく、おもちゃとして捉えている子供が多かった。「てまりのおうち」では逃げている

猫を捕まえようとする子供を見ることが多く、猫の状態も良くなかった。その上、可愛

い写真を取るために、猫に服を着せるということもしていた3。猫の毛は非常に敏感な

ので、服を着せない方が良い。しかし、「てまりのおうち」は子供を喜ばせるために、

 
1 写真 1 
2 写真 2 
3 写真 3 



猫の気持ちより猫の姿や可愛さの方を大切にした。多くの人が可愛い猫と遊んだりジブ

リのような空気を楽しむためにこのカフェを訪れるので、お客さんの気持ちを優先して

猫をおもちゃとして扱っていた。 

 次に訪れたカフェ、「猫カフェきゃりこ」は少し違った。朝早く行ったので、お客は

私のみで、他の人がどういう風に猫を扱うのか見られなかったが4、それでも、「てま

りのおうち」と「猫カフェきゃりこ」の違いは明らかだった。まず、「猫カフェきゃり

こ」は普通のカフェのように本棚と椅子が多かった5。加えて、猫用の建物や商品がど

こにでもあるので、「てまりのおうち」と違い、猫は逃げたいときは、隠れることがで

きるようになっていた。とはいえ、「きゃりこ」もお客さんの気持ちを一番大切にして

おり、特に驚いたのは病気の猫もカフェのスペースにいれられていたことだった6。 

 最後のカフェ、「浅草猫園」、は本当に猫のことを考えていた7。お客さんが猫に迷

惑行為をすると、主人は優しく「辞めてください」と頼んでいた。そして、猫は遊びた

くなければ、逃げられるようになっていた8。このカフェは猫の気持ちを一番重要視し

ていると強く感じた。猫カフェでは、人々は猫に会ったり、猫と遊んだりして、気持ち

を癒すことができるようになっていた。 
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III 谷中銀座、五徳寺、青島  

 谷中銀座、五徳寺、そして青島は、最後のカフェのように人間と猫が一緒に生活でき

る環境だった。まず、谷中銀座は東京都台東区にある通りだ。そこに、約60のレストラ

ンや店があり、いわゆる地域猫もいる。猫の存在で、谷中は「猫町」として評判になっ

たが、有名な猫の像が立てられて、猫をもとにしたお店も出てきた9。一番有名なのは

招き猫だけを売る店だ。私が行った店の主人は、お客さんがいるにもかかわらず、野生

の猫に餌をやるために出かけて行った10。地域猫を守る気持ちは、どの店主も同じらし

い。「猫町」という評判で商品を売る目的がある地域だが、猫を人と同じように大切に

扱っている。その結果、猫はそこに住み続け、住民に喜びを与えている。 

 五徳寺でもこのような人間と猫の関係を感じた11。五徳寺は招き猫が生まれた場所だ

と考えられているので、招き猫の人形が数え切れないほどある12。人形をお寺で買った

り、自分で持って行ったりして、五徳寺に奉納することができる。さらに、世界中の人

が家の猫を祀るために来るので、猫への感謝や尊敬の気持ちが非常に強いところだ13。

この尊敬は前述の気持ちと同じだと思うが、それについてはあとで考察する14。 

 最後に、香川県にある「猫島」と呼ばれている青島に行く予定だったが、電車事故の

為に、行くことができなかった。青島は交通の便が非常に悪く、そこまで行くのは非常
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に難しいが、その難しさから分かったことがある。青島は「猫の天国」と自称している

が、観光客が簡単に行ける所だったら、猫にとって本当の天国にはならなかっただろ

う。島の猫を守るためには、交通の便が悪いことはむしろいいことだと思う。 

 

IV 結論 

 以上のような経験から、日本の猫文化についてよく理解することができたと思う。日

本の「猫文化」は、猫を守ったり理解したりするためのものだ。昔から、猫と人間には

不思議な関係がある。化け猫や猫又という悪霊の存在からは、いいイメージはなかった

が、鼠を駆除したり、美しさを楽しむために、人は猫を飼い始めた。現代では猫は家族

のようになり、社会での猫のイメージや猫に対する態度も非常によくなった。もちろ

ん、資本主義は猫と人間の関係に様々な影響を与えている。人気がある猫カフェなどで

は売り上げや人の喜びの方が猫の健康や気持ちより重要だと考えられている。しかし、

五徳寺、青島、谷中銀座のように猫に対する純粋な理解が見えるところは確実にある。

そして、猫を守る気持ちを大切にすれば、昔からの歴史や良い関係も守ることができ

る。それが、日本での「猫文化」だ。  
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